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               審   査   の   要   旨 
 
進化発生学において、最も研究の立ち後れている冠輪動物の軟体動物を用いて、新奇形態進化の発生学的
な背景を明らかにした。腹足類の蓋は、二枚貝の一方の殻の起源と考えられた時期すらあったが、明確にそ
の進化プロセスを明らかにした点は高く評価できる。また、らせん卵割様式を改変したことで、進化したと
考えられる二枚貝について、卵割様式の制御機構の一端を明らかにしたことで、細胞分裂様式の改変が、形
態進化の原動力になったというユニークな現象を明らかにした。以上2つの成果は、独創性も高く、画期的
な成果であると評価された。 
平成27年2月3日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
